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※上記QRコードを
　スマートフォンな
　どで読み取ると、
　議会ホームページ
　にアクセスします。

定例会補正予算　ここに注目…………
お金の使い方は…………………………
７人の議員が町政をただす…………
町議会視察研修…………………………
第３・４回臨時会………………………
知りたい！聞きたい！…………………

　１０月１日㈯、にしかわ保育園で
運動会が開催され、この日を楽し
みにしていた子どもたちの声が、
晴天に響きわたっていました。
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　べにばな国体を機にカヌーを町のスポーツと
して位置付け、まちづくりの一環として取り組ん
できました。令和２年度には１，０００ｍコースを
整備、大会誘致やジュニア選手等の更なる強化
育成が可能となりました。利用する選手から常
設の艇庫やトイレの希望が多数ありました。将

来的に湖面を利
用したウォーター
アクティビティ観
光コンテンツや
観光施設の拠点
施設として利用
していきます。

　個人や企業が持つアイデアやノウハウを呼び込み、それらを活
かしながら官民連携・官民共創による課題解決や関係人口の創出
及び拡大を目指すプラットホームを整備するものです。場所は交
流センターあいべ敷地内ふるさと展示館跡に鉄骨造り２階建て床
面積は概ね約５００㎡を想定し、財源は地方創生拠点整備交付金、
企業版ふるさと納税の基金を使います。

一般会計
補正予算

ここに注目

　

第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
２
日
か
ら
14
日
ま
で
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
か
ら
は
人
事
案
や
一
般
議
案
、
条
例

案
、
補
正
予
算
案
な
ど
11
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。
議
案
の
一
覧
と
審
議
結

果
は
４
ペ
ー
ジ
の
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
質
問
は
７
人
の
議
員
が
11
件
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
の
各
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

本
誌
５
ペ
ー
ジ
か
ら
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
の
主
な
内
容
を
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。

　老朽化が進む水沢温泉の大規模改修工事の
計画にサウナを充実させることとしました。

　国の制度や外部専門家、そして地域力創造
アドバイザーの制度を利用し、地域づくりや
移住定住の推進、関係人口創出分野でご指導
いただくため、外部人材を登用しました。

　月山周辺の観光を推進するため、地元の食
材、自然、温泉を使い、民間の方と町が一緒
に事業を行うとしました。

　10月17日から令和5年３月末まで
を予定しています。
　入浴料については、サウナ等増設す
るため値上げを考えていますが、金額
は今後検討します。

　地域力創造アドバイザーを登用し、
8名をワンチームとして、地域づくり
や空き家の利活用、移住定住に結びつ
ける取り組みを行うものです。

　誰でも使用できる交流フロア、ワークスペース、サテライトオフィス、
イベントギャラリー、カフェなどです。
　次に菊まつりの場所については、これまでの会場であるあいべのふる
さと展示館が解体されます。新たな菊まつりの場所は、道の駅に移す予
定で関係者とこれまで対話してきました。今後も地元間沢区や各団体の
方々と丁寧に打合せを行っていきます。

　月山観光開発、西川町総合開発、観
光協会、庄交コーポレーションなどの民
間業者と町が打合せを行い進めていく
予定です。

　いつから工事が始まり、終
了はいつですか。また入浴料
は値上げしますか。

　地域おこし協力隊の活動は、
具体的にどのように行ってい
きますか。

　施設にはどのような機能がありますか。
また、現在行われている菊まつりの今後の開催場所は、
どこになるのですか。　11月にそのイベントを開

催するとしていますが、どの
ように考えていますか。

町長

町長

町長

町長

議員

議員

議員

議員

地域

移住
定住 産業・観光観光

水沢温泉大規模改修工事

産業振興複合施設整備事業・菊まつり移住定住経費（地域おこし協力隊） 温泉ガストロノミーツアー事業
746万円900万円

　令和４年・基本設計、令和５年・実
施設計、令和６年・整備工事、令和７
年・供用開始を予定しています。

　今後のスケジュールはどの
ようになっていますか。

町長

議員

教育
月山湖まねきの丘カヌー艇庫
基本建設設計・地質調査

800万円

▲

地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
活
動
の
よ
う
す

▲

西
川
町
が
誇
る
食
材

　

月
山
筍

移住定住
対策は

財源は
あるのか

令和4年
第 3 回
定 例 会

3000万円

4204万円

町内の
公共施設の整備は空き家対策と

活用は

総額 61億5122万円
2億4382万円追加



4西川町議会だより 第122号　5

堅実な財政運営維持 令和３年度
決 算 の
ポイント

　令和３年度の一般会計、特別会計、事業会計の10会計について、決
算特別委員会での審査を経て、９月14日の本会議で審議し、全会計決
算を認定しました。決算報告の内容は町広報紙「ＮＥＴＷＯＲＫにしかわ
10月号」で詳細に紹介されています。それを参照していただき、議会だ
よりでは、知っておくべき決算のポイントを紹介します。

町
の
財
政
状
況

①
一
般
会
計
歳
入

　

町
の
独
自
財
源
で
あ
る

町
税
は
人
口
の
減
少
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
起
因
し
た
中
小
企
業

等
へ
の
減
免
措
置
及
び
償

却
資
産
の
減
に
よ
り
減
少

し
、
７
億
１
０
０
０
万
円

を
割
る
状
況
で
す
。
し
か

し
、
豪
雨
災
害
に
係
る
農

林
業
施
設
災
害
復
旧
費
な

ど
の
県
支
出
金
の
大
幅
な

増
の
ほ
か
、
地
方
交
付
税
、

地
方
特
例
交
付
金
、
ふ
る

さ
と
づ
く
り
寄
附
金
の
増

も
あ
り
、
全
体
的
に
前
年

度
を
上
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

①標準財政規模　34億5611万円
　一般財源の標準的な大きさを示す。
②財政力指数　0.230
　1に近いか超えるほど財政に余裕がある。
③経常収支比率　88.5％
　100％に近いほど自由に使えるお金が少ない。
④実質公債費比率　11.5％
　25％以内は健全な状態にあることを示す。
⑤将来負担比率　0％
　350％以内は健全な状態にあることを示す。
⑥基金残高合計　34億4655万円
　町の貯金。様 な々基金がある。

財政の指標などを確認
①町税全体で、3070万円の減
　※人口（納税者）の減少や特別交付税の減
②県支出金が1億 878万円の増
　※豪雨災害に係る農林業施設災害復旧費等増
③地方交付税が1782万円の増

①災害復旧費が1億 9516万円の増
　※豪雨災害に係る災害復旧事業費の増
②総務費が4億1269万円の減
　※特別定額給付金事業の皆減など
③民生費が1億1299万円の増
　※臨時特別給付金給付事業の増など

②
一
般
会
計
歳
出

　

補
助
費
等
に
お
い
て
特

別
定
額
給
付
金
事
業
の
皆

減
な
ど
に
よ
る
大
幅
な
減

少
が
見
ら
れ
た
が
、
子
育

て
世
帯
や
住
民
税
非
課
税

世
帯
に
対
す
る
臨
時
特
別

給
付
金
給
付
事
業
や
災
害

復
旧
事
業
費
な
ど
が
増
え

た
こ
と
に
よ
り
、
全
体
的

な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
財
政
運
営

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
も
多
く
、
財
政

運
営
に
つ
い
て
は
、
今
後

と
も
厳
し
い
状
況
が
続
く

も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

自
主
財
源
で
あ
る
町
税

に
つ
い
て
は
、
増
収
対
策

や
的
確
な
賦
課
、
徴
収
に

努
め
る
と
と
も
に
、
国
、

県
に
対
し
て
は
、
地
方
交

付
税
な
ど
安
定
的
な
財
政

運
営
に
必
要
な
財
源
が
確

保
で
き
る
よ
う
、
所
要
の

措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
強

く
働
き
か
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
高
齢
者
医
療
な
ど
社

会
保
障
費
や
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
対
策
な
ど
社

会
資
本
整
備
費
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
現
在

も
終
息
の
見
え
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
や
、
頻
発
す
る

自
然
災
害
の
復
旧
な
ど
、

想
定
外
か
つ
突
発
的
な
支

出
を
要
す
る
事
態
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
政
策
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
以
上
の
選
択
と

集
中
を
図
り
、
事
務
事
業

に
関
す
る
点
検
や
公
共
施

設
等
の
適
正
な
管
理
な
ど
、

行
政
経
費
の
節
減
・
効
率

化
に
一
層
努
め
て
く
だ
さ

い
。

　

西
川
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　

高
橋　
　

將

　
　
　
　
　

荒
木　

俊
夫

歳入総額６１億２８９０万円

歳出総額５７億５１０６万円

一
般
会
計
歳
入
の

ポ

イ

ン

ト

一
般
会
計
歳
出
の

ポ

イ

ン

ト

行
政
経
費
の
節
減
と
効
率
化
を

�

町
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
【
抜
粋
】

▲決算審査意見書を町長に提出

（万円単位表示にするため千円以下の端数を調整）

議案番号 会　計 補正の主な内容 補正額 補正後の予算額

議第 44号 一般会計(第 3 号)

  主な補正
・月山湖まねきの丘カヌー艇庫
  基本設計・地質調査　800 万円

・産業振興複合施設整備事業費
　　　　　　　　　　　746 万円

・水沢温泉大規模改修事業費
　　　　　　　　　　 3000万円
・温泉ガストロノミーツアー

事業費補助金　　　　900 万円
・移住定住経費　　　　 4204 万円

2 億 4382 万円 61億 5122 万円

議第 45号
国民健康保険特別会
計(第 2 号)

高額スマートシステム移行及び国保ライ
ンシステム改修委託 　28 万円 28 万円 6 億 5612 万円

議第 46号
寒河江ダム周辺施設
管理事業特別会計
(第 1号)

刈払機の更新等 
50 万円 50 万円 444 万円

議第 47号
介護保険特別会計
(第 2 号)

印刷製本費　　　　　 10万円
諸支出金　　　　   2632万円 2642 万円 8 億 407 万円

議第 48号
病院事業会計
(第 1号)

病院経営強化プラン策定支援
業務委託料　　　　　　154 万円
新型コロナウイルス感染症医療従事者
宿泊施設確保事業費補助金 30 万円

184 万円 7 億 6230 万円

議第 49 号
水道事業会計
(第 1号)

上水道第 4 水源系導水管布設替工事
400 万円 400 万円 8372 万円

新型コロナ感染症対策　 3853 万円
急を要する事務事業の経費

　　　　2 億 529 万円

【令和4年度各会計補正予算】

議案番号 件　名 議案の主な内容

同意第3号 町有林運営委員会委員の任命 佐藤安広さんが令和 4 年 9月2日をもって任期満了
となるので引き続き選任する。

議第 40 号

地方公務員育児休業等に関する法律及
び育児休業、介護休業等育児又は家族
介護を行う労働者の福祉に関する法律
及び雇用保険法の一部を改正する法律
の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の設定

育児休業の取得回数制限の緩和、育児参加のため
の休暇の対象拡大等を行う。

議第 41号 若者定住促進住宅条例の一部を改正す
る条例の設定

若者定住促進住宅Ｃ棟及びＤ棟を新たに設置すると
ともに、若者定住促進住宅並びに定住促進住宅Ａ
棟及びＢ棟の家賃の変更に伴い規定の整備を図る。

議第 42号 路線バス条例の一部を改正する条例の
制定 町営路線バスの路線を改正する。

議第 43号 町立研修集会センター条例の一部を改
正する条例の制定 志津会館の解体に伴い、規定の整備を図る。

【人事案、条例案等】

令和 4年第 3回定例会に提出された主な議案

2～ 3ページを参照
ここに注目 !
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鳥
獣
被
害

鳥
獣
被
害
の
実
施
隊

25
名
で
す
が
、
こ
の

中
で
ど
の
く
ら
い
の
人
数

が
実
際
に
活
動
し
て
い
る

の
で
す
か
。
不
足
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

産
業
振
興
課
長

４
～
６
月
、
約
２
５

０
回
、
実
施
隊
の
方
た
ち

が
出
動
し
て
い
ま
す
。
25

名
フ
ル
に
動
い
て
は
い
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
分
か
れ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

問答

防
災
行
政
無
線

家
庭
に
設
置
し
て
い

る
個
別
受
信
機
は
毎

年
定
期
的
に
件
数
を
決
め

て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の

で
す
か
。
ま
た
災
害
が
発

生
し
た
時
は
一
斉
に
放
送

が
で
き
る
よ
う
改
善
で
き

ま
せ
ん
か
。

総
務
課
長

毎
年
決
め
て
訪
問
し

て
の
チ
ェ
ッ
ク
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
連
絡
の
あ
っ
た

先
に
訪
問
し
修
膳
し
て
い

ま
す
。
ま
た
地
区
で
一
斉

放
送
が
必
要
な
場
合
は
総

務
課
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

問答

学
校
運
営
協
議
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
の
学
校
運
営
協

議
会
の
委
員
は
ど
の
よ
う

に
し
て
選
ば
れ
る
の
で
す

か
。

学
校
教
育
課
長

小
学
校
、
中
学
校
10

名
ず
つ
い
ま
す
。
校
長
先

生
の
推
薦
に
よ
り
教
育
委

員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。
団

体
の
長
が
必
ず
入
る
こ
と

は
せ
ず
、
学
校
が
こ
ん
な

こ
と
で
困
っ
て
い
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
に
ご
意
見

や
お
話
を
お
願
い
で
き
る

方
に
依
頼
し
、
中
学
校
で

は
防
災
教
育
に
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
区
長
会
の
会

長
、
小
学
校
で
は
保
育
園

と
の
連
携
と
い
う
こ
と
で

保
育
園
長
な
ど
も
入
っ
て

い
ま
す
。

問答志
津
会
館

志
津
会
館
建
設
は
結

果
と
し
て
途
中
で
中

止
し
ま
し
た
が
、
い
く
ら

費
用
を
費
や
し
た
の
で
す

か
。

商
工
観
光
課
長

令
和
２
年
度
の
設
計

監
理
委
託
料
、
令
和
３
年

に
再
度
設
計
監
理
委
託
料

と
工
事
代
も
含
め
総
額
で

約
３
６
０
０
万
円
の
費
用

が
か
か
り
ま
し
た
。
地
盤

が
軟
弱
で
工
事
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

青
パ
ト
の
目
的
、
効

果
は
。
ま
た
増
や
す

た
め
の
手
続
き
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
で
す
か
。

総
務
課
長

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
と
は
、
自
動
車
に
青
色

回
転
灯
等
を
装
着
し
て
地

域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
安
心
・
安
全
に
効
果

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
申

請
に
つ
い
て
は
管
轄
警
察

署
へ
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

問

問

答

答

学
習
用
ソ
フ
ト

学
習
用
ソ
フ
ト
は
一

回
で
費
用
負
担
は
終

わ
り
ま
す
。
新
し
い
も
の

が
出
る
度
に
負
担
す
る
の

で
す
か
。
ま
た
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
町
の
負
担
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
す

か
。

学
校
教
育
課
長

学
習
用
ソ
フ
ト
は
１

年
間
の
使
用
に
な
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
費
用
は
か

か
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
は
、
一
度
に
購
入
す

る
方
法
と
会
社
を
通
し
て

借
り
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
費
用
が
か
か

ら
な
い
方
法
を
と
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

体
育
館
の
分
館

体
育
館
の
分
館
は
ど

の
く
ら
い
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

分
館
は
６
つ
あ
り
ま

す
が
、
睦
合
分
館
は
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
利
用
、

水
沢
分
館
で
は
ク
ラ
ブ
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、

吉
川
分
館
は
自
衛
隊
の
柔

剣
道
訓
練
場
所
の
利
用
な

ど
が
定
期
的
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
は
地
域
の
団
体
の

利
用
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問答

▲

青
色
回
転
灯
を
付
け
た
自
動
車

▲

学
習
用
ソ
フ
ト

▲

体
育
館
分
館
（
睦
合
）

▲

志
津
会
館
跡
地

▲

防
災
行
政
無
線

学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

各
個
人
に
貸
し
て
い

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
も

う
４
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

何
年
ご
と
に
更
新
す
る
と

い
う
基
準
は
あ
り
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

パ
ソ
コ
ン
の
購
入
で

す
が
、
５
年
間
と
考
え
て

い
ま
す
。
リ
ー
ス
契
約
も

５
年
で
す
。
今
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
は
購
入
で
す
が
、
５

年
た
っ
た
時
点
で
更
新
を

考
え
ま
す
。

問答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
率
は
何
％

で
す
か
。

町
民
税
務
課
長

令
和
４
年
８
月
末
で

申
請
者
数
は
２
５
３
９
件

で
51
％
で
す
。
交
付
件
数

は
２
１
２
９
件
で
43
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
目
標
を

75
％
に
し
て
地
区
訪
問
も

し
て
い
ま
す
。

問答

▲

海
味
の
園
地

▲

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
見
本

啓
翁
桜啓

翁
桜
は
１
億
円
産

業
を
目
指
し
て
や
っ

て
き
ま
し
た
。
現
状
で
は

令
和
９
年
度
生
産
額
８
０

０
０
万
円
と
の
こ
と
で
す

が
、
目
標
を
下
げ
る
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長

県
の
１
億
円
団
地
化

構
想
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
を
目
標
と
し
な
が
ら

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ

こ
ま
で
い
く
に
は
面
積
も

拡
大
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
単
価
も
あ
り
ま
す

が
、
関
係
者
と
相
談
し
、

生
産
拡
大
し
て
い
く
考
え

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問答

▲

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
学
習

　令和３年度の各会計決算の認定は、決算特別委員会
（議長と議選監査委員を除く8名で構成）での審査に
付託されました。
　決算特別委員会は、９月2日から５日間にわたり各
課の決算説明を受け、質疑を行いました。その主な内
容を紹介します。

決算
審査 お金の使い方は 担　当　課

説　明
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▲

海
味
地
区
の
貯
水
タ
ン
ク

▲

安
中
坊
別
当
屋
敷
跡
の
の
ぼ
り

安
中
坊
記
念
事
業

安
中
坊
・
大
江
氏
入

部
八
百
年
記
念
事
業

と
し
て
、
安
中
坊
歴
史
公

園
整
備
の
ほ
か
、
記
念
誌

の
発
行
、
の
ぼ
り
旗
の
設

置
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
他
の
全
体
的
な

取
組
み
を
ど
う
考
え
て
い

ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

歴
史
公
園
整
備
を
は

じ
め
、
記
念
誌
発
行
や
の

ぼ
り
旗
の
設
置
等
は
、
本

町
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
き

っ
か
け
づ
く
り
と
な
り
、

歴
史
公
園
や
歴
史
資
料
館
、

そ
の
ほ
か
町
内
を
巡
る
際

の
、
歴
史
ガ
イ
ド
の
養
成

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
歴

史
を
含
め
て
町
内
を
巡
っ

て
い
た
だ
く
観
点
で
、
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
給
付

介
護
度
２
以
上
の
方

の
お
出
か
け
支
援
委

託
で
月
４
０
０
０
円
迄
タ

ク
シ
ー
利
用
が
出
来
ま
す

が
、
使
わ
な
か
っ
た
月
の

金
額
を
翌
月
に
繰
り
越
せ

ま
せ
ん
。
年
ト
ー
タ
ル
で

使
用
可
能
は
で
き
ま
せ
ん

か
。
又
、
介
護
用
品
４
０

０
０
円
ま
で
１
割
負
担
、

超
え
た
金
額
は
実
費
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
１

割
負
担
の
廃
止
は
で
き
ま

せ
ん
か
。

健
康
福
祉
課
長

要
綱
の
確
認
、
ま
た

介
護
保
険
と
の
調
整
・
話

し
合
い
も
必
要
で
す
の
で
、

来
年
度
の
予
算
に
ど
う
反

映
し
て
い
く
か
検
討
し
て

行
き
ま
す
。

水
道
事
業
漏
水
対
策

令
和
３
年
度
の
漏
水

状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。
ま
た
、
こ
こ

数
年
大
き
な
漏
水
は
あ
り

ま
し
た
か
。

建
設
水
道
課
長

令
和
３
年
度
の
有
収

率
は
62
％
と
な
っ
て
お
り

残
り
全
て
が
漏
水
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
計
算
上
は

38
％
が
回
収
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
上
小
沼

の
配
水
前
の
水
源
地
に
お

け
る
導
水
管
の
漏
水
が
年

２
回
程
あ
り
ま
す
。

問

問

問

答

答

答

本会議及び決算特別委員会における会計毎の決算認定状況（令和３年度）

会　　　　　計
認定の状況

本会議 決算特別委員会
一　般　会　計 認定（賛成多数） 認定（全員賛成）

特 別 会 計

国民健康保険会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）
公共下水道事業会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）
農業集落排水事業会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）
寒河江ダム周辺施設管理事業会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）
後期高齢者医療会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）
介護保険会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）
宅地造成事業会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）

企 業 会 計
病院事業会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）
水道事業会計 認定（全員賛成） 認定（全員賛成）

▲町内にある製材所

▲保健センター内社会福祉協議会

高
齢
者
等
除
雪
支
援

夏
場
は
居
住
し
て
い

ま
す
が
、
冬
は
町
外

の
親
族
な
ど
の
住
居
に
移

っ
た
場
合
、
空
き
家
状
態

に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合

補
助
の
対
象
に
な
る
の
か

明
確
で
あ
り
ま
せ
ん
。
今

冬
の
方
針
は
ど
う
な
り
ま

す
か
。健

康
福
祉
課
長

短
期
入
院
し
て
い
る

場
合
は
対
象
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
施
設
等
に
入
居

さ
れ
て
空
き
家
状
態
に
な

っ
て
い
る
場
合
は
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
質

問
の
事
例
と
共
に
急
ぎ
協

議
の
う
え
結
論
を
出
し
ま

す
。 問答

社
会
福
祉
協
議
会

社
協
に
対
す
る
委
託

費
も
多
く
あ
り
ま
す

が
、
人
員
の
件
も
考
慮
し
、

今
後
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
か
。

ま
た
、
社
協
が
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
移
る
こ
と
に

よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
の
連
携
も
し

や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す

が
ど
う
で
す
か
。

健
康
福
祉
課
長

社
協
と
は
常
に
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
な
が
ら
事

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
人
材
の
件
も
含
め

組
織
の
在
り
方
や
事
務
所

の
移
転
な
ど
、
新
年
度
に

向
け
て
経
済
的
及
び
効
率

化
に
つ
い
て
話
合
い
を
行

い
検
討
し
て
行
き
ま
す
。

問答

西
山
杉
製
材
販
売
促
進
事
業

町
外
に
西
山
杉
を
販

売
し
た
時
に
、
一
物

件
の
契
約
金
額
２
０
０
万

円
を
上
限
に
５
％
の
補
助

金
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、

財
源
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
臨

時
交
付
金
で
あ
り
制
度
が

終
わ
れ
ば
な
く
な
り
ま
す
。

来
年
度
か
ら
は
当
初
予
算

で
財
源
化
し
、
内
容
も
使

い
や
す
く
見
直
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長

当
初
、
製
材
組
合
か

ら
こ
の
制
度
で
や
っ
て
も

ら
い
た
い
旨
の
お
願
い
が

あ
り
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
製
材
業

者
が
ど
う
い
う
取
り
組
み

を
し
た
い
の
か
な
ど
打
ち

合
わ
せ
を
し
な
が
ら
予
算

組
み
を
含
め
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問答

ふ
る
さ
と
納
税

令
和
３
年
度
の
全
体

の
納
税
額
、
そ
し
て

必
要
経
費
は
い
く
ら
で
し

た
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
納

税
等
紹
介
サ
イ
ト
）
を
活

用
し
て
い
ま
す
か
。

商
工
観
光
課
長

令
和
３
年
度
の
ふ
る

さ
と
納
税
額
は
、
１
億
５

２
５
４
万
３
千
円
で
す
。

納
税
に
対
す
る
経
費
は
、

返
礼
品
４
千
４
百
万
円
、

そ
の
他
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

使
用
料
、
振
込
手
数
料
等
、

総
額
で
約
８
２
２
５
万
３

千
円
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
は
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
、

楽
天
、
Ａ
Ｎ
Ａ
、
ふ
る
な

び
の
４
社
を
利
用
し
て
い

ま
す
。

問答

▲

サ
ニ
タ
リ
ー
B
O
X

▲

ふ
る
さ
と
納
税
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

サ
ニ
タ
リ
ー
B
O
X

近
年
男
性
が
ト
イ
レ

を
使
用
し
た
時
に
病

気
等
で
使
用
し
て
い
る
下

着
な
ど
の
処
置
に
困
り
ま

す
。
女
子
ト
イ
レ
同
様
男

子
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ
リ

ー
B
O
X
を
設
置
す
る
自

治
体
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

経
費
の
増
の
関
係
も
あ
り

ま
す
が
、
役
場
庁
舎
、
病

院
、
あ
い
べ
や
道
の
駅
な

ど
各
施
設
に
設
置
を
検
討

し
て
は
ど
う
で
す
か
。

総
務
課
長

今
後
い
ろ
い
ろ
な
委

員
会
の
中
で
話
し
合
い
を

行
い
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問答

▲

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

に
よ
る
雪
下
し

決算を踏まえ
今後の展開につなげる

　９月13日、議場で決算特別委員会を
開催し、令和３年度の各会計決算の認
定について、審議・採決を行いました。
　その主な質疑の内容を紹介します。

総　括
質　疑

審議
採決

※
有
収
水
量
と
は
製
造
さ
れ
た

　

水
の
う
ち
、
料
金
収
入
が
得

　

ら
れ
た
水
量
の
こ
と
。
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一般質問
荒木　俊夫　議員… ……………………………… P11
１　安全・安心なまちづくりについて
２　ＪＲ左沢線について

菅野　邦比克　議員……………………………… P12
１　町の影響力の強い企業・団体へのガバナンスは
２　空き家の雪対策は

佐藤　光康　議員… ……………………………… P13
１　新型コロナ対策について
２　持続可能な森づくりについて

後藤　一夫　議員… ……………………………… P14
１　文化財の保護、活用及びデータの整備について
２　月山湖へのカヌー艇庫の整備について

佐藤　耕二　議員… ……………………………… P15
１　地域おこし協力隊の活用方法は

大泉　奈美　議員… ……………………………… P16
１　西川中学校の部活動について

佐藤　仁　議員… ………………………………… P17

１　今後の医療及び介護・福祉、住環境全般について

質問事項（発言順）

※第３回定例会の傍聴者は延べ7人でした。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
、
左

沢
線
の
寒
河
江
～
左
沢
間

が
赤
字
と
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

対
応
・
対
策

Ｊ
Ｒ
左
沢
線
の
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。現

在
、
具
体
的
な
対

応
や
対
策
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

利
用
者
目
線
に
立
ち
、
自

治
体
と
鉄
道
業
者
、
観
光

事
業
者
、
学
校
関
係
者
な

ど
官
民
が
一
体
と
な
り
議

論
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

自
主
防
災
組
織

各
地
区
の
自
主
防
災

組
織
の
活
動
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

昨
年
度
に
訓
練
や
講

習
会
を
実
施
し
た
自

主
防
災
組
織
は
１
団
体
で

す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

現
在
、
受
け
入
れ
体

制
は
整
っ
て
い
ま
せ

ん
。

受
け
入
れ
体
制
を
早

急
に
整
備
す
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係

を
担
当
す
る
社
会
福

祉
協
議
会
の
体
制
強
化
に

努
め
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
受
け
入
れ
る
体
制
を

早
急
に
整
備
し
ま
す
。

　
　
こ
の
町
で
「
安
心
し

て
い
き
い
き
と
心
豊
か
に

住
み
続
け
る
」
た
め
に
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
対
策
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

答答答

消
防
団消

防
団
の
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

現
在
の
体
制
は
、
４

分
団
11
部
（
女
性
部

含
む
）
で
、
団
員
数
は
定

員
３
０
０
名
に
対
し
２
５

２
名
で
充
足
率
84
％
、
48

名
の
欠
員
で
す
。

訓
練
体
制
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。

団
員
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
郡
操
法
大
会

は
廃
止
し
ま
す
。
春
季
消

防
演
習
等
で
訓
練
を
行
い

団
員
の
資
質
向
上
に
努
め

ま
す
。消

防
団
員
の
報
酬
を

見
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
す
か
。

現
在
の
団
員
報
酬
は

西
村
山
地
区
で
一
番

低
い
で
す
。
来
年
度
か
ら

の
報
酬
増
額
と
団
員
へ
の

直
接
支
払
い
に
つ
い
て
検

討
し
改
善
し
ま
す
。

問問問

問

問問問

荒木 俊夫 議員

答

答答答

傍聴席からひとこと � 【菅野好子さん／睦合】

　今回、息子が町の議会に興味を持ったので、一緒
に傍聴しました。
　お知らせとかではわからない実際に行われている
議論を聞くことができ、大変勉強になりました。

ＪＲ左沢線への対応は
官民一体となって
　　対応していきます

町長

町長
消
防
団
の
待
遇
改
善
に

努
め
ま
す

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
は

※質問者の動画が
　見られます。

▲

西
村
山
地
区
消
防
操
法
大
会

７
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の

課
題
等
に
つ
い
て
町
の
考
え
方

や
疑
問
を
た
だ
す
の
が
一
般
質

問
で
す
。

　

今
回
の
第
３
回
定
例
会
で
は

７
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
の
内
容
を
要
約
し

て
お
伝
え
し
ま
す
。

そ
こ
が
聞
き
た
い
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町
有
林
野
の
実
質
的

な
所
有
者
は
そ
れ
ぞ

れ
の
区
に
あ
り
、
貸
付
料

は
固
定
資
産
税
的
な
性
格

が
あ
り
ま
す
。

県
で
は
緑
環
境
税
、

国
で
は
森
林
環
境
譲

与
税
を
設
け
、
一
人
１
０

０
０
円
ず
つ
負
担
し
て
い

た
だ
い
て
、
日
本
の
森
林

を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。
森
林

環
境
譲
与
税
を
使
っ
て
町

民
の
負
担
を
少
な
く
す
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
年
度
は
森
林
環
境

譲
与
税
２
３
０
０
万

円
が
町
に
入
り
ま
す
。
林

道
の
維
持
管
理
や
地
区
の

管
理
経
営
の
負
担
軽
減
を

図
り
、
山
林
の
収
入
が
得

ら
れ
る
よ
う
な
支
援
を
し

て
い
き
ま
す
。

区
の
所
有
林
や
共
有

林
の
固
定
資
産
税
の

負
担
も
限
界
に
近
付
き
つ

つ
あ
り
ま
す
。
町
に
買
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
と
こ
ろ

が
あ
れ
ば
、
検
討
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
が
民
有
地
を
購
入

し
て
森
林
を
整
備
す

る
と
い
う
こ
と
は
今
の
と

こ
ろ
、
で
き
ま
せ
ん
。
地

元
が
経
営
管
理
で
き
な
い

林
地
に
つ
い
て
は
町
が
お

預
か
り
し
て
広
域
に
ま
と

め
て
、
間
伐
を
入
れ
な
が

ら
お
金
に
し
て
い
く
制
度

は
あ
り
ま
す
。

　

森
林
が
多
い
本
町
に
と

っ
て
、
持
続
可
能
な
森
づ

く
り
は
重
要
な
課
題
で
す
。

町
の
森
林
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

持
続
可
能
な
林
業

町
有
林
の
各
区
へ
の

貸
付
料
は
、
大
き
な

負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
は
こ
の
問
題
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

発
熱
し
た
患
者
の
町

立
病
院
で
の
時
間
外
、

休
日
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

そ
の
方
の
症
状
に
よ

り
診
察
の
判
断
を
行

い
ま
す
。
緊
急
の
診
察
が

遅
れ
な
い
よ
う
に
、
軽
い

風
邪
の
症
状
や
重
症
化
が

低
い
と
き
は
解
熱
剤
の
対

応
や
平
日
の
受
診
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
傷

病
手
当
金
の
利
用
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
自
営
業
者
の
家
族
従

事
者
も
該
当
し
ま
す
が
、

町
民
に
し
っ
か
り
と
知
ら

せ
て
い
ま
す
か
。

労
働
者
が
感
染
し
た

場
合
や
感
染
が
疑
わ

れ
る
場
合
、
休
み
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
被

保
険
者
の
申
請
に
基
づ
い

て
傷
病
手
当
金
を
支
給
し

ま
す
。
町
で
は
引
き
続
き

広
報
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問問

　

雪
下
ろ
し
が
な
さ
れ
な

い
空
き
家
が
多
く
見
ら
れ

通
行
に
危
険
を
及
ぼ
す
物

件
が
あ
り
ま
す
。
来
シ
ー

ズ
ン
に
向
け
て
の
対
策
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

空
き
家
物
件

所
有
者
と
連
絡
の
取

れ
な
い
物
件
は
あ
り

ま
す
か
。

令
和
３
年
９
月
現
在

で
１
７
２
件
の
空
き

家
が
あ
り
ま
す
。
連
絡
の

取
れ
な
い
物
件
は
あ
り
ま

せ
ん
。

対
象
企
業

対
象
と
な
る
企
業
や

団
体
は
ど
こ
で
し
ょ

う
か
。西

川
町
総
合
開
発
㈱
、

㈱
米
月
山
、
一
般
社

団
法
人
月
山
朝
日
観
光
協

会
の
３
社
と
考
え
て
い
ま

す
。

町
長
が
社
長
や
会
長

等
に
就
い
て
い
る
企

業
は
ど
こ
で
す
か
。

西
川
町
総
合
開
発
㈱

の
社
長
と
一
般
社
団

法
人
月
山
朝
日
観
光
協
会

の
副
会
長
で
す
。

独
立
性
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

西
川
町
総
合
開
発
㈱

は
毎
週
会
議
を
行
っ

て
考
え
方
を
共
有
し
て
お

り
ま
す
。
社
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
考
え

て
い
ま
す
。

　

影
響
力
の
強
い
企
業
や

団
体
に
つ
い
て
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
ど
う
し
て
い
く
の

か
質
問
し
ま
す
。

菅野　邦比克　議員

対
象
企
業
へ
の
補
助

金
は
対
話
を
も
っ
て

町
民
へ
説
明
し
て
い
き
ま

す
か
。

答

問問 問 答答答

今
ま
で
も
話
を
し
て

き
た
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
対
話
を
も
っ
て
説

明
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

除
雪
の
人
手
を
ど
う

確
保
し
て
い
く
の
で

す
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

話
も
あ
り
ま
す
が
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

人
手
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
や
お
て
つ
た
び
サ

イ
ト
で
、
西
川
町
に
旅
行

し
な
が
ら
除
雪
の
手
伝
い

を
し
て
も
ら
う
方
を
募
集

し
ま
す
。
三
週
間
位
の
予

定
で
来
て
も
ら
う
事
業
で

す
。

雪
下
ろ
し
は
危
険
な

の
で
、
研
修
会
や
講

習
会
を
や
る
予
定
は
あ
り

ま
す
か
。

雪
下
ろ
し
は
初
め
て

の
方
も
い
る
と
思
う

の
で
、
今
後
研
修
会
を
開

催
す
る
か
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
の
雪
下
ろ

し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
も
い

る
の
で
、
互
い
に
協
力
出

来
な
い
か
検
討
を
進
め
ま

す
。

問問問

問

問

答答

答

町の影響力の強い企業・団体への
　　　　　　　　　ガバナンスは
ガバナンスの対象企業は
　2企業と1団体の3法人です

町長

答答

佐藤 光康 議員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
第
７
波
が
猛
威
を
振
る

い
、
町
内
で
も
感
染
が
急

拡
大
し
て
い
ま
す
。
町
の

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

問問 答答

答

▲

豪
雪
の
町
内

▲

町
内
の
森
林
風
景

町長
対
策
は
所
有
者
や
建
物
の

　
　
　

管
理
者
が
行
い
ま
す

空
き
家
の
雪
対
策
は

※
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
統
治
・
支

　

配
・
管
理
を
い
い
ま
す
。

※
お
て
つ
た
び
と
は
手
伝
い
を

　

し
な
が
ら
知
ら
な
い
地
域
を

　

旅
す
る
こ
と
。

町長 町
立
病
院
の

発
熱
患
者
の
休
日
対
応
は

症
状
に
よ
り

　

診
察
の
判
断
を
し
ま
す

森林環境譲与税を使った
　　　　　町民の負担軽減は
各区の支援をします町長

※質問者の動画が
　見られます。

※質問者の動画が
　見られます。
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移
住
定
住

今
ま
で
に
町
で
採
用

し
た
隊
員
は
16
名
い

ま
す
が
、
移
住
定
住
に
結

び
つ
い
た
の
は
２
名
の
み

で
す
。
任
期
終
了
後
の
定

住
化
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。町

や
地
域
の
方
と
の

信
頼
関
係
を
き
ち
ん

と
築
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

定
住
し
た
い
と
い
う
雰
囲

気
と
仕
事
を
確
保
し
て
い

き
ま
す
。

財
政国

か
ら
の
財
政
措
置

は
、
隊
員
１
名
あ
た

り
４
８
０
万
円
で
特
別
交

付
税
で
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

町
か
ら
の
持
ち
出
し
は
あ

り
ま
す
か
。

活
動
謝
礼
金
２
８
０

万
円
、
住
宅
賃
借
料

48
万
円
等
、
す
べ
て
国
か

ら
の
特
別
交
付
税
で
賄
い

ま
す
の
で
、
町
か
ら
の
持

ち
出
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

文
化
財
は
、
先
人
か
ら

の
贈
り
物
、
そ
し
て
未
来

へ
の
預
か
り
物
で
す
。　

　

西
川
町
は
、
出
羽
三
山

信
仰
、
ま
た
鉱
山
で
栄
え

た
歴
史
が
あ
り
、
数
多
く

の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
護
、
活
用

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

文
化
財
に
対
す
る
所
見

文
化
財
は
、
町
の
宝

だ
と
思
っ
て
お
り
ま

ま
す
。
町
に
あ
る
豊
富
な

文
化
財
を
ど
う
捉
え
て
い

ま
す
か
。

町
の
文
化
財
は
、
保

護
に
努
め
、
子
ど
も

達
に
継
承
し
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

観
光
に
も
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
情
報
の
整
備

町
内
の
石
碑
石
仏
や

民
俗
資
料
な
ど
の
写

真
と
説
明
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
西
川
町
資
料
館

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム

を
ど
う
計
画
し
て
い
ま
す

か
。

デ
ジ
タ
ル
コ
モ
ン
ズ

と
い
う
新
た
な
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
デ
ー
タ
の
ほ

か
、
地
域
の
伝
統
行
事
の

資
料
や
祭
の
写
真
な
ど
を
、

問問答 答

誰
で
も
投
稿
す
る
こ
と
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

三
山
電
車
の
保
存
活
用

睦
合
の
月
山
酒
蔵
資

料
館
に
三
山
電
車
の

第
一
号
車
モ
ハ
一
〇
三
が

展
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

三
山
電
車
の
価
値
を
ど
う

感
じ
て
い
ま
す
か
。

価
値
は
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
し
か
し
修

繕
が
必
要
で
、
最
低
で
も

数
百
万
円
は
か
か
る
と
思

い
ま
し
た
。

月
山
酒
蔵
資
料
館
で

は
今
後
の
維
持
・
管

理
は
難
し
く
、
町
に
寄
付

し
保
存
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
意
向
で
す
。
町

と
し
て
の
考
え
は
ど
う
で

す
か
。修

繕
が
な
さ
れ
、
展

示
で
き
る
状
態
に
な

れ
ば
、
町
が
責
任
を
持
っ

て
保
存
、
展
示
し
て
い
き

ま
す
。

後藤　一夫　議員

地
域
で
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等

で
修
繕
費
用
の
募
集
を
行

う
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、

町
長
は
、
助
言
も
含
め
て

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

第
一
に
、
一
地
域
を

超
え
た
組
織
体
制
で
、

少
な
く
と
も
町
全
体
が
共

感
で
き
る
取
組
み
に
な
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

第
二
に
情
報
発
信
の
技

術
を
持
っ
た
若
い
方
が
、

メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
い
る

こ
と
。
最
低
こ
の
二
点
は

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
場
所
は
、

観
光
に
も
結
び
付
く
と
こ

ろ
な
ど
、
広
い
視
点
か
ら

の
検
討
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

長
年
の
懸
案
事
項
だ

っ
た
カ
ヌ
ー
艇
庫
及

び
付
帯
設
備
の
整
備
が
計

画
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
概
要
を
お
聞
き
し
ま

す
。

カ
ヌ
ー
艇
庫
は
最
も

長
い
Ｋ

－
４
が
収
納

で
き
る
ほ
か
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
施
設
、
シ
ャ
ワ
ー
ル

ー
ム
を
完
備
し
た
も
の
で
、

全
日
本
選
手
の
合
宿
に
も

対
応
で
き
る
施
設
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

問問問

答

答答

答

問 問

問

答答

町の文化財の保護、活用は
町の宝として保護、継承し、
　　観光資源としても活かします

町長

利
用
し
た
お
試
し
住
居
等

の
仕
事
を
し
ま
す
。

　

ま
た
他
の
５
名
は
、
地

ビ
ー
ル
や
キ
ャ
ン
プ
の
イ

ベ
ン
ト
、
温
泉
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
、
サ
ウ
ナ
の
企
画

に
１
名
ず
つ
で
残
り
１
名

は
状
況
を
み
て
判
断
し
ま

す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

イ
ン
タ
ー
ン
と
い
う

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
数
カ
月
単
位
で
町
に
留

ま
り
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
同
じ
活
動
を
し
ま
す

が
、
町
で
活
用
す
る
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
お
手

伝
い
を
し
な
が
ら
旅

を
す
る
方
を
３
か
月
間
、

１
日
１
万
２
千
円
で
採
用

す
る
こ
と
で
す
。
町
で
は

常
時
５
名
で
雪
下
ろ
し
や

除
雪
な
ど
を
手
伝
っ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 問

募
集
方
法
は

隊
員
は
実
際
10
名
ま

で
増
員
す
る
の
で
す

か
。
ま
た
募
集
方
法
は
ど

の
よ
う
に
し
ま
す
か
。

今
回
新
た
に
10
名
募

集
し
ま
す
。
１０
名
の

う
ち
５
名
は
、
地
域
力
創

造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
が

経
営
し
て
い
る
企
業
に
派

遣
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
他
の
５
名
は
、
従

来
ど
お
り
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
募
集

し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
仕
事
を

隊
員
は
、
ど
の
よ
う

な
仕
事
を
す
る
の
で

す
か
。５

名
の
隊
員
は
、
地

域
力
創
造
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
１
名
と
地
域
活
性
化

企
業
人
２
名
と
と
も
に
８

名
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
結
成
し
ま
す
。
こ
の

チ
ー
ム
は
空
き
家
を
活
用

し
た
事
業
を
展
開
し
、
空

き
家
カ
フ
ェ
や
空
き
家
を

答答 問問

答

佐藤 耕二 議員

町長 月
山
湖
へ
の

カ
ヌ
ー
艇
庫
の
整
備
は

全
日
本
選
手
に
も
対
応
で
き

る
施
設
を
整
備
し
ま
す

▲当時の三山電車
▲地域おこし協力隊退任後大井沢に
　定住した渋谷尚子さん

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

令
和
３
年
で
約
６
千
名
の

隊
員
が
全
国
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。
総
務
省
は
隊
員

数
を
６
年
度
ま
で
に
８
千

名
ま
で
増
や
す
目
標
が
あ

り
ま
す
。
本
町
で
も
町
長

は
10
名
ま
で
増
や
し
た
い

意
向
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
の
施
策
に
つ
い
て
次
の

質
問
を
し
ま
す
。

町長 地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
　
　
　

活
用
方
法
は

10
名
を
採
用
し
、
う
ち
５
名

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

つ
く
り
ま
す

※質問者の動画が
　見られます。

※質問者の動画が
　見られます。

※
地
域
力
制
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
は
、
地
域
活
性
化
の
取
組

に
関
す
る
知
見
や
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
す
る
外
部
専
門
家
を
市
町

村
が
招
へ
い
し
、
指
導
・
助
言

を
受
け
な
が
ら
活
性
化
し
て
い

く
。
年
間
5
6
0
万
円
の
特
別

交
付
金
。

※
地
域
活
性
化
企
業
人
と
は
、

民
間
企
業
の
社
員
を
一
定
期
間

受
け
入
れ
、
地
域
活
性
化
を
図

る
取
組
に
た
い
し
て
5
6
0
万

円
の
特
別
交
付
金
措
置
。
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７
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教
員
の
長
時
間
労
働
を

解
消
す
る
た
め
、
国
は
来

年
度
か
ら
休
日
の
部
活
動

指
導
者
を
地
域
や
民
間
の

団
体
な
ど
に
移
行
す
る
方

針
を
示
し
て
い
ま
す
。
本

町
の
現
状
と
対
応
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

生
徒
の
人
数
と
種
目

部
活
動
の
種
目
及
び

子
ど
も
達
の
人
数
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

全
員
い
ず
れ
か
の
部

活
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
７
月
以
降
後
半
期
の

種
目
別
人
数
で
す
が
、
バ

レ
ー
男
子
11
名
、
女
子
８

名
、
卓
球
男
子
12
名
、
女

子
５
名
、
カ
ヌ
ー
男
子
６

名
、
女
子
４
名
、
剣
道
男

子
３
名
、
女
子
６
名
、
野

球
男
子
の
み
９
名
、
吹
奏

楽
部
女
子
の
み
10
名
、
他

に
部
に
所
属
し
な
が
ら
外

部
の
民
間
ク
ラ
ブ
で
は
水

泳
、
サ
ッ
カ
ー
、
軟
式
野

球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

に
５
名
で
す
。
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
中
学
校
が

定
め
る
部
の
存
続
規
定
に

基
づ
き
来
年
度
は
廃
部
と

な
り
ま
す
。

顧
問
の
状
況

先
生
方
の
指
導
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

問問 答

す
べ
て
の
部
活
動
に

常
勤
の
教
諭
が
顧
問

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
バ

レ
ー
は
男
女
合
わ
せ
て
３

名
、
他
は
１
名
で
、
活
動

に
つ
い
て
は
今
年
度
か
ら

平
日
２
日
、
週
休
日
１
日

と
し
た
た
め
、
各
顧
問
は

平
日
４
日
で
２
時
間
程
度
、

週
休
日
は
３
時
間
程
度
と

し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の

顧
問
も
経
験
し
た
以
外
の

部
を
持
っ
て
い
る
状
況
で

す
。

連
携
体
制

学
校
、
保
護
者
、
教

育
委
員
会
を
管
轄
す

る
町
と
し
て
三
者
の
話
合

い
は
し
て
い
ま
す
か
。

国
が
示
し
た
方
針
に

つ
い
て
は
、
県
、
西

大泉　奈美　議員

村
山
地
域
、
学
校
、
町
と

い
っ
た
組
織
に
お
い
て
、

段
階
的
に
整
理
を
し
な
が

ら
進
め
な
い
と
混
乱
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
連
携

体
制
を
組
み
な
が
ら
話
し

合
い
を
進
め
、
ま
た
保
護

者
や
子
ど
も
達
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
り
丁
寧
に
整
理

し
て
い
き
ま
す
。

部
活
間
交
流

寒
河
江
市
と
西
村
山

地
域
の
中
学
校
と
の

部
活
間
交
流
は
あ
り
ま
す

か
。

西
村
山
地
域
で
も
少

子
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。他
市
町
か
ら
希
望
が
あ

っ
た
場
合
は
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
方
向
で
、会
議
の

中
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

組
織
と
の
連
携

町
の
体
育
協
会
、
総

合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
と

今
後
部
活
動
と
連
携
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

現
在
の
組
織
は
部
活

動
と
連
携
す
る
事
を

前
提
と
し
た
組
織
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
そ
う
い

っ
た
こ
と
も
含
め
大
き
い

視
点
で
組
織
の
在
り
方
を

考
え
て
い
く
事
は
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

財
政
処
置

指
導
者
の
確
保
が
課

題
で
す
。
現
状
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
Ｏ
Ｂ
の
方
が

指
導
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

地
域
団
体
や
民
間
事
業
者

が
運
営
母
体
に
な
っ
た
場

合
現
在
よ
り
会
費
な
ど
家

計
負
担
が
重
く
な
り
ま
す
。

今
後
、
国
か
ら
の
財
政
処

置
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
も
国

の
方
針
を
注
視
し
て
い
く

も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問 問

答 答問

今
後
の
住
環
境
整
備

現
在
み
ど
り
団
地
の

整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
後
の
住
環
境

整
備
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

町
有
地
を
活
用
し
た

集
合
住
宅
と
な
る
と

睦
合
小
及
び
川
土
居
小
跡

地
が
最
適
と
い
う
民
間
事

業
者
の
助
言
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
西
部
地
区
を
含
め
た

空
家
の
利
活
用
も
含
め
、

町
と
し
て
中
長
期
的
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
世
帯
が
増
え

る
中
、
冬
の
雪
な
ど

を
考
え
て
町
外
に
出
て
行

く
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
後
バ
リ
ア
フ
リ
ー
も
含

め
高
齢
者
住
宅
の
整
備
を

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

魅
力
あ
る
町
づ
く
り

を
行
い
、
関
係
人
口

を
増
や
し
生
産
年
齢
の
増

加
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
慮
し

た
住
宅
の
整
備
、
支
援
を

検
討
し
て
行
き
ま
す
。

後
も
増
え
る
事
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
企
業
誘
致

の
場
合
は
こ
の
点
も
考
慮

し
対
応
で
き
ま
せ
ん
か
。

企
業
誘
致
の
場
合
は

介
護
と
認
知
症
の
方

の
対
応
を
含
め
た
施
設
の

あ
り
方
を
十
分
検
討
し
て

行
き
ま
す
。
ま
た
場
所
は

水
道
の
引
き
込
み
等
が
あ

る
町
有
地
の
旧
西
山
小
跡

地
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
町
立
病
院

８
月
に
県
を
交
え
た

１
市
４
町
に
よ
る
西

村
山
地
域
医
療
提
供
体
制

検
討
会
が
開
か
れ
ま
し
た

が
、
町
民
に
と
っ
て
命
の

砦
で
あ
る
重
要
な
施
設
で

あ
る
病
院
の
維
持
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

医
師
の
確
保
と
利
用

者
の
減
少
が
課
題
で

す
が
、財
源
に
つ
い
て
は
工
夫

を
し
な
が
ら
確
保
し
病
院

の
維
持
を
し
て
行
き
ま
す
。

現
在
コ
ロ
ナ
対
策
で

面
会
を
行
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
15
分
程
度
で
結

果
が
で
る
抗
原
検
査
を
利

用
し
再
開
で
き
ま
せ
ん
か
。

周
り
の
状
況
も
見
な

が
ら
病
院
と
対
話
し

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

全
国
で
も
珍
し
い
町

立
病
院
（
医
療
）
、

ケ
ア
ハ
イ
ツ
西
川
（
介

護
）
、
そ
し
て
保
健
セ
ン

タ
ー
（
行
政
）
が
渡
り
廊

下
で
繋
が
っ
て
い
る
素
晴

ら
し
い
施
設
で
す
。
町
民

が
住
み
続
け
て
い
け
る
た

め
に
も
必
要
で
あ
り
、
ぜ

ひ
維
持
し
て
い
く
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
民
の
医
療
・
介
護

福
祉
施
設
と
し
て
維

持
し
て
い
く
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

今
後
の
介
護
施
設
整
備

現
在
二
つ
の
介
護
施

設
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
町
営
を
含
め
企
業
誘

致
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

現
在
の
施
設
と
町
外

の
施
設
と
の
組
み
合

わ
せ
で
対
処
し
て
い
き
ま

す
。
た
だ
し
今
後
町
内
で

開
所
を
考
え
て
い
る
事
業

者
も
あ
り
、
そ
の
時
は
丁

寧
に
対
応
し
ま
す
。

現
在
日
本
で
高
齢
者

の
６
人
に
１
人
、
約

６
０
０
万
人
の
方
が
認
知

症
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今

答答 問問

問問

問

答答 答

答答

佐藤　仁　議員

問 問 問答 答答

西川中学校の部活動は
国の方針をふまえ、保護者と
　　　情報を共有していきます

町長

　

町
民
の
方
が
西
川
町
に

住
み
続
け
た
い
、
住
み
続

け
ら
れ
る
と
思
っ
て
も
ら

え
る
に
は
、
住
む
所
、
介

護
を
含
め
た
福
祉
、
そ
し

て
医
療
の
充
実
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
町
長
は
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
行
く
の
か
、
基

本
的
な
考
え
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
。

町長 今
後
の
医
療
及
び
介
護
・
福
祉

　
　
　

住
環
境
整
備
は

医
療
・
介
護
福
祉
・
行
政

一
体
化
を
維
持
し
て
い
き
ま
す

※質問者の動画が
　見られます。

※質問者の動画が
　見られます。

▲整備が進むみどり団地

▲病院周りの各施設

▲剣道部の練習
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今
回
の
行
政
視
察
研
修
で
は
、
8
月
17
日
か
ら
19
日

に
か
け
て
奈
良
県
を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
察
先
で
、

ま
ち
づ
く
り
や
事
業
へ
の
熱
心
な
取
組
み
を
伺
い
ま
し

た
。
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
、
官
民
連
携
の
推
進
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
学
び

得
た
視
察
と
な
り
ま
し
た
。　

令
和
４
年
第
３
回
臨
時

会
が
７
月
19
日
に
開
催
さ

れ
、今
回
は
補
正
予
算
案

１
件
が
上
程
さ
れ
、全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
第
39
号　

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

内
容
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
及
び

今
年
６
月
26
日
か
ら
28
日

の
豪
雨
に
伴
う
被
災
町
道

の
復
旧
に
要
す
る
経
費
に

　

令
和
４
年
第
４
回
臨
時

会
が
９
月
30
日
に
開
催
さ

れ
、今
回
は
一
般
議
案
２
件
、

補
正
予
算
案
１
件
が
上
程

さ
れ
、全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

議
題
50
号　

西
川
町
の
特

定
の
事
務
を
取
り
扱
う
郵

便
局
の
指
定

　

内
容
は
、大
井
沢
地
区

に
お
い
て
町
の
特
定
の
事

務
を
取
り
扱
う
郵
便
局
と

し
て
、大
井
沢
郵
便
局
を

か
か
る
補
正
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
町
外
に
住

所
を
有
す
る
町
職
員
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
町
立
病
院
に

委
託
す
る
た
め
１
３
７
万

５
千
円
を
追
加
し
、災
害

復
旧
に
要
す
る
経
費
に
つい

て
は
、災
害
復
旧
事
業
査

定
資
料
作
成
業
務
委
託
料

４
０
０
万
円
を
追
加
す
る

も
の
で
す

指
定
す
る
も
の
で
す
。

議
第
51
号　

令
和
４
年
度

西
川
町
水
沢
温
泉
館
大
規

模
改
修
工
事
請
負
契
約
の

締
結

　

内
容
は
、今
年
度
に
行

う
水
沢
温
泉
館
の
大
規
模

改
修
工
事
に
つ
い
て
、株
式

会
社
佐
藤
建
設（
入
間
）と

１
億
８
千
７
百
万
円
で
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
で
す
。

議
第
52
号　

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

　

内
容
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
及
び

急
を
要
す
る
事
務
事
業
の

経
費
に
か
か
る
補
正
で
、　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
は
、町
民

税
非
課
税
世
帯
等
に
支
給

す
る
電
気
・ガ
ス・
食
料
品

等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給

付
金
支
給
事
業
及
び
暖
房

代
補
助
３
３
６
０
万
円
を

追
加
し
、急
を
要
す
る
事

務
事
業
の
経
費
に
つ
い
て
は
、

事
業
実
施
に
伴
う
経
費
５

１
２
万
６
千
円
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

第３回 臨 時 会
・

第４回 臨 時 会

第
３
回
臨
時
会

　

７
月
19
日

第
４
回
臨
時
会

　

９
月
30
日

議会の動き議会の動き

議会の傍聴にお越しください
議場で行う本会議や特別
委員会はインターネット
で中継しているほか、過
去の映像を視聴すること
もできます。ぜひご覧く
ださい。

次回定例会は
12月です

面倒な手続きは
何もありません。
ぜひお気軽に！

（12月5日からの予定）

■
研
修
の
目
的･･･

川
上

村
の
「
水
源
の
村
づ
く

り
」
を
学
ぶ
こ
と
で
す
。

施
設
見
学
で
は
、
わ
が
町

の
水
の
文
化
館
の
あ
り
方

に
も
生
か
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。

■
ど
ん
な
対
策
を･･･

下

流
に
い
つ
も
き
れ
い
な
水

を
流
す
理
念
の
も
と
「
川

上
宣
言
」
を
全
国
に
発
信
。

原
生
林
7
4
0
ha
を
村
が

購
入
し
、
水
源
地
の
森
と

し
て
保
全
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
強
化

の
具
体
策
と
し
て
、
移
動

ス
ー
パ
ー
の
宅
配
業
務
や

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
経
営

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
吉
野
川

紀
の
川
源
流
物
語
が
運
営

す
る
源
流
館
は
、
森
の
役

割
を
伝
え
る
た
め
の
施
設

で
す
。
大
き
な
シ
ア
タ
ー

や
各
種
展
示
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
、
多
く
の
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

■
研
修
の
目
的･･･

複
業

人
材
活
用
事
業
を
学
ぶ
。

具
体
的
な
事
業
の
進
め
方

を
伺
い
た
い
と
考
え
ま
し

た
。

■
ど
ん
な
事
業
を･･･

持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
、
民
間
企
業

や
地
域
住
民
と
の
協
働
を

積
極
的
に
進
め
、
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
（
満
足
し
た

生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で

き
る
状
態
）
の
実
現
を
図

る
た
め
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
復
業
人
は
公
募
の
う

え
、
面
接
を
経
て
決
定
し
、

有
効
期
間
の
六
ヶ
月
間
を

無
償
で
活
動
し
ま
す
。
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ
の
意
思

を
持
ち
合
せ
て
い
ま
す
。

■
研
修
の
目
的･･･

住
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
学

ぶ
。
対
話
か
ら
生
ま
れ
た

複
合
施
設
Ｍ
i
i
Ｍ
ｏ

（
み
ぃ
ー
も
）
の
機
能
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
い

た
い
と
考
え
ま
し
た
。

■
ど
ん
な
施
設･･･

　

住
民
と
共
に
検
討
を
重

ね
て
つ
く
ら
れ
た
交
流
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
す
。

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
コ
ワ

ー
キ
ン
グ
カ
フ
ェ
、
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
、
図
書
フ
ロ

ア
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
屋
外
の
憩

い
の
広
場
、
機
能
性
の
あ

る
魅
力
あ
ふ
れ
る
集
い
の

場
で
す
。
運
営
委
員
会
が

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
だ
け
で
は
も
う
対

応
で
き
な
い
時
代
で
あ
り
、

多
様
な
人
々
の
力
を
借
り

て
行
政
課
題
に
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
な

ど
、
町
長
の
お
話
し
を
伺

い
ま
し
た
。

■
研
修
の
目
的･･･

信
用

金
庫
の
役
割
、
事
業
展
開

を
学
ぶ
。
わ
が
町
と
の
連

携
内
容
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

■
ど
ん
な
事
業
を･･･

全

国
の
信
用
金
庫
が
一
体
と

な
っ
て
取
引
先
企
業
の
マ

ッ
チ
ン
グ
と
地
元
観
光
の

Ｐ
Ｒ
に
携
わ
り
、
よ
い
仕

事
お
こ
し
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。

信
用
組
合
の
理
念
は
、
地

元
の
皆
様
と
と
も
に
、
地

元
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ

と
。
奈
良
県
の
地
元
企
業

の
福
寿
館
と
関
わ
り
、
西

川
町
と
の
関
係
性
を
強
化

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
研
修
の
目
的･･･

町
と

の
事
業
連
携
を
学
ぶ
。
町

内
で
畜
産
業
を
営
ん
で
い

る
福
寿
館
の
事
業
展
望
を

伺
い
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

■
ど
ん
な
事
業
を･･･

30

年
前
、
町
内
に
お
い
て
畜

産
業
を
ス
タ
ー
ト
。
現
在

は
肥
育
牛
が
7
0
0
頭
、

繁
殖
牛
が
1
0
0
頭
の
規

模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
も
モ
ウ
モ
ウ
ま
つ
り
の

肉
を
提
供
い
た
だ
き
ま
す
。

　

議
会
か
ら
、
①
月
山
和

牛
ブ
ラ
ン
ド
確
立
、
②
月

山
地
ビ
ー
ル
の
取
扱
、
③

奈
良
県
内
で
の
西
川
町
の

Ｐ
Ｒ
を
要
望
し
ま
し
た
。

 

視
察
を
終
え
て

　

視
察
研
修
を
通
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
や
事
業
の
推

進
に
あ
た
り
、
揺
る
ぎ
な

い
理
念
や
信
念
、
そ
し
て
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

議会全員協議会
■９月７日　  若者定住促進住宅条例一部改正ほか
■９月30日　マイナンバーカード交付取組みほか

議会運営委員会
■７月14日　令和４年第３回臨時会の運営
■８月23日　令和４年第３回定例会の運営
■９月28日　令和４年第４回臨時会の運営

総務厚生常任委員会
■８月22日　行政評価ヒヤリング
■９月７日　 行政評価まとめ
■９月26日　行政評価まとめ

産業建設常任委員会
■８月22日　行政評価ヒヤリング
■９月７日　  行政評価まとめ
■９月21日　行政評価まとめ
■10月６日　所管事務調査
■10月13日　行政評価まとめ

広報公聴常任委員会
■９月６日　　議会だより122号入稿前編集会議
■９月16日　第１回校正
■９月22日　第２回校正
■９月29日　第３回校正
■10月４日　第４回校正
■10月７日　第５回校正、校了

決算特別委員会
■９月２日　   決算説明、質疑（特別会計等）
■９月８日　   決算説明、質疑（一般会計）
■９月９日　   決算説明、質疑（一般会計）
■９月12日　決算説明、質疑（一般会計）
■９月13日　 付託案件の審査、採決

揺
る
ぎ
な
い

理
念・信
念
を
痛
感

総
務
厚
生
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
合
同
行
政
視
察
研
修
報
告

三
宅
町

㈱
福
寿
館

奈
良
中
央
信
用
金
庫

川
西
町

川
上
村

公
益
財
団
法
人
吉
野
川

紀
の
川
源
流
物
語

▲ＭiiＭoの中
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　知りたい! 聞きたい!
　読者モニターの広場

　西川町議会では 10 名の町民の皆さまに議会だよりの読者モニターをお願い
しています。アンケートにより寄せられたご質問やご意見には、きちんとお答
えするよう心がけています。読者モニター以外の方でも、議会や議会だよりに
ついて「知りたい！聞きたい！」という場合は、お気軽にお問い合わせください。

ファクシミリ：７４－２６０１　　住所：海味 510 番地
　　　メール：giji@town.nishikawa.yamagata.jp

ご感想を

お寄せくだ
さい

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　

議　

長　
　

古
澤　

俊
一

《
編
集
委
員
》

　

委
員
長　
　

大
泉　

奈
美

　

副
委
員
長　

佐
藤　

光
康

　

委　

員　
　

菅
野
邦
比
克

　

委　

員　
　

佐
藤　
　

仁

　

委　

員　
　

後
藤　

一
夫

西川町議会だより読者モニターの皆さまからたくさんのご意見などが寄せられました。
その中のいくつかを広報公聴常任委員からの回答とともに紹介します。

　

実
り
の
秋
と
な
り
ま
し
た
。
先

の
台
風
が
も
た
ら
し
た
災
害
は
、

全
国
的
に
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま

し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま

に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
９
月
定
例
会
で
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
に
取
り
組
み
、
ア
ナ
ロ
グ

か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
と
歩
み
を
進
め

る
と
共
に
、
町
へ
の
政
策
提
言
に

向
け
て
、
各
課
へ
の
聞
き
取
り
、

現
地
調
査
な
ど
を
各
常
任
委
員
会

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
中
学
校
新
人
戦
で

の
嬉
し
い
結
果
が
飛
び
込
ん
で
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
な
い

中
で
す
が
、
町
民
の
頑
張
り
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

�

（
大
泉　

奈
美
）

【直面する課題に町はどう挑むかを読んで】
　食料品やガソリン等、いろいろなものが高騰してきているが、仕事で得
る給料は変わりません。そんな中で、給食費の無償化や高校生の通学支援
費として補助いただいた事は大変ありがたいです。

【表紙「未来にアタック！」について】
　西川中と言えば部活はカヌーとバレーが有名なので、この伝統をずっと受け継いでほ
しいです。写真はシャッターチャンスを逃さずいいと思います。

【第３セクター経営状況報告を読んで】
　西川町総合開発㈱では、高齢者の方がたくさん働いています。
いつも元気をもらっています。

【一般質問扉のページを読んで】
　傍聴席からのひとことが載っていましたが、こういうのも良いですね！
イラストがかわいいです。好きになりました。

Ｉ.Ａさん

Ｓ.Ｓさん

Ｓ.Ｔさん

Ｋ.Ｓさん

　世界中の様々な要因（紛争や為替など）により、現在物価が高くなっています。町民の
皆さんの生活を守るために必要な施策は何か、議会としても町と対話し、連携を図ってい
きたいと考えています。

町民の皆さんが活き活きと働き、暮らせる西川町となるように、我々議員たちも頑張ってまいります。

　ありがとうございます。町民のみなさんに親しんでいただける、読みやすい議会だより
を心がけてまいります。

　現地では部員の皆さんの熱気がファインダー越しに伝わってきました！これからも伝統
を受け継いでいってほしいものですね！


